
2024 年度世田谷美術館友の会 『美術講座』   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 師  土方 明司氏  （川崎市岡本太郎美術館館長、武蔵野美術大学客員教授） 

              

 

 

 

講演日時  2025 年 3 月 20 日（木・祝）  

午後１時３０分～３時 （受付 午後１時～） 

会 場  世田谷美術館 講堂 

受 講 料  １,０００円 ＊当日、受付にて現金でお支払い願います。 

定 員  140 名  ＊申込先着順（会員以外の方も受講できます。） 

申 込 締 切 2025 年 2 月 28 日（金） 

 

 

〔申込み方法〕 往復ハガキまたは友の会ホームページ申込みフォームより 

◎往復ハガキでお申込の場合は、下記①～④を明記して、友の会事務局までお送り下さい。 

①美術講座参加希望 ②お名前 ③会員番号 ④連絡先 ＊同伴者がいる場合は、お名前を連記してください。 

〒157-0075 世田谷区砧公園 1-2 世田谷美術館友の会事務局 

◎ホームページ https://setabi-tomonokai.jp からお申込の場合は、 

トップページ画面「最新情報」から申込フォームに進んで下さい。 

＊同伴者がいる場合は、通信欄にお名前を記入してください。 

〔問合せ先〕 世田谷美術館友の会事務局  TEL：０３－3416-0607 

 

共催：世田谷美術館友の会 世田谷美術館 

略歴：スペイン美術史、日本の近現代美術を研究、練馬区立美術館、平塚市美術館（学芸員・館

長代理）等で日本の近現代美術に関する展覧会を担当する。2021 年に現職に就く。父は長

年、神奈川県立近代美術館長を務めた美術評論家の故・土方定一。著書に『1930 年代の画

家たち 日本の近現代美術９』、『画家たちの二十歳の原点』等。 

多方面に活躍したﾏﾙﾁｱｰﾃｨｽﾄ・岡本太郎の真髄を川崎市岡本太郎美術館長の土方明司氏が解説いたします。 

岡本太郎は川崎市に生まれ、２０代の 10 年間をﾊﾟﾘで学びます。この間、絵画、写真のほか、哲学、宗教学、 

民族学をｿﾙﾎﾞﾝﾇ大学で専攻。太平洋戦争後には世田谷区上野毛にｱﾄﾘｴを構え、又世田谷美術館に多くの収 

蔵品のある魯山人とも関係が深かった岡本太郎。大阪で再び開催される EXPO2025 の記念の年、半世紀 

前の大阪万博の象徴となった「太陽の塔」を制作した岡本太郎の美術講座を世田谷美術館と共催して実施い 

たします。皆様の受講をお待ちしております。 

芸 術 は 爆 発 だ ！ 岡 本 太 郎 

 


